
JP 4390518 B2 2009.12.24

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
可撓軸の一端部側にブラシ部を備えた、内視鏡管路に挿脱可能な可撓ブラシ線条体；
　この可撓ブラシ線条体の他端部との接続手段を有する交換式巻取ドラム；
　この巻取ドラムを回転駆動する駆動軸を有し、該巻取ドラムに対して着脱可能な駆動装
置；
　前記駆動装置の前記駆動軸に固着した、断面非円形の回転体；
　前記巻取ドラムに形成した、前記非円形回転体が嵌合することにより、該回転体と前記
巻取ドラムを回転方向に一体化させる嵌合凹部；及び
　前記巻取ドラムを回転自在に支持し、かつ上記回転体を挿入するための回転体挿入口を
有するケーシング；
　を備えたことを特徴とする内視鏡の管路洗浄装置。
【請求項２】
請求項１記載の内視鏡の管路洗浄装置において、前記可撓ブラシ線条体のブラシ部は、前
記可撓軸の軸線方向に間隔をあけて複数設けられている内視鏡の管路洗浄装置。
【請求項３】
請求項１または２記載の内視鏡の管路洗浄装置において、前記駆動装置の前記駆動軸の駆
動源が電動モータである内視鏡の管路洗浄装置。
【請求項４】
請求項１または２記載の内視鏡の管路洗浄装置において、前記駆動装置の前記駆動軸の駆
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動源がゼンマイである内視鏡の管路洗浄装置。
【請求項５】
請求項１から４のいずれか１項記載の内視鏡の管路洗浄装置において、
　前記接続手段が、前記巻取ドラムに設けた嵌合溝と、一端部が該嵌合溝に嵌合固定され
、その他端部に前記可撓軸の他端部が接続された巻取用線条体と、を備えている内視鏡の
管路洗浄装置。
【請求項６】
可撓軸の一端部側にブラシ部を備えた、内視鏡管路に挿脱可能な可撓ブラシ線条体；
　この可撓ブラシ線条体の他端部との接続手段を有する交換式巻取ドラム；及び
　この巻取ドラムを回転駆動する駆動軸を有し、該巻取ドラムに対して着脱可能な駆動装
置；
　を備えた内視鏡の管路洗浄装置を用いた管路洗浄方法であって、
　前記可撓ブラシ線条体を前記接続手段を介して、前記交換式巻取ドラムに接続する接続
ステップ、
　前記交換式巻取ドラムを前記駆動装置に装着する装着ステップ、
　前記可撓ブラシ線条体を可撓軸の一端部側から内視鏡管路の一端部に挿入し、該内視鏡
管路の他端部から外方に突出させる挿入ステップ、及び
　前記駆動軸を回転させて、前記巻取ドラムによって前記可撓ブラシ線条体を内視鏡管路
へのブラシ挿入方向とは逆方向に引き抜き、前記内視鏡管路の内壁をブラッシング洗浄す
る洗浄ステップ、を有することを特徴とする内視鏡の管路洗浄方法。
【請求項７】
請求項６記載の内視鏡の管路洗浄方法において、
　前記洗浄ステップの後に、巻き取った前記可撓ブラシ線条体とともに、前記交換式巻取
ドラムを前記駆動装置から取り外す分離ステップ、を有する内視鏡の管路洗浄方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、可撓ブラシ線条体を用いる内視鏡の管路洗浄装置及び管路洗浄方法に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡内部には、処置具挿通チャンネルや吸引管路等の管路が設けられている。各種管
路は、被検者の体液や薬液等により汚染されるため、内視鏡使用後にブラッシング洗浄を
行ない、清潔に保つ必要がある。従来のブラッシング洗浄では、洗浄ブラシを管路の一端
部から他端部に挿通させた後、挿入方向に対して逆方向に手で引き抜く作業を何度も繰り
返すことで、管路内壁を何回も洗浄ブラシで擦って汚物を除去している。また最近では、
洗浄ブラシの挿通回数を減らすため、従来の洗浄ブラシに替えて、図８に示すような可撓
ブラシ線条体２００を用いることが提案されている。この可撓ブラシ線条体２００は、可
撓軸２１０と、該可撓軸２１０の一端側に間隔をあけて設けた複数のブラシ部２２０とを
備えている（特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００２－５６３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、可撓ブラシ線条体２００は管路全長よりも長くなければならず、一般的
にその長さ寸法は１ｍ以上となっていることから、手動では可撓ブラシ線条体２００を引
き抜きづらく、ブラッシング洗浄に時間及び手間が掛かっていた。
【０００４】
　そこで本出願人は、この課題を解決すべく、電動力を利用して可撓ブラシ線条体を巻き
取ることができる洗浄装置を提案し、既に特許出願している（特願２００３―０４１０４
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３号）が、この発明にも未だ改善の余地がある。
【０００５】
　本発明の目的は、内視鏡管路内を容易かつ確実にブラッシング洗浄可能で、さらにブラ
ッシング作業を衛生的に行える内視鏡の管路洗浄装置及び管路洗浄方法を提供することに
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の内視鏡の管路洗浄装置は、可撓軸の一端部側にブラシ部を備えた、内視鏡管路
に挿脱可能な可撓ブラシ線条体；この可撓ブラシ線条体の他端部との接続手段を有する交
換式巻取ドラム；この巻取ドラムを回転駆動する駆動軸を有し、該巻取ドラムに対して着
脱可能な駆動装置；前記駆動装置の前記駆動軸に固着した、断面非円形の回転体；前記巻
取ドラムに形成した、前記非円形回転体が嵌合することにより、該回転体と前記巻取ドラ
ムを回転方向に一体化させる嵌合凹部；及び前記巻取ドラムを回転自在に支持し、かつ上
記回転体を挿入するための回転体挿入口を有するケーシング；を備えたことを特徴として
いる。
【０００７】
　前記ブラシ部は、前記可撓軸の軸線方向に間隔をあけて複数設けるのが好ましい。
【０００８】
　前記駆動軸の駆動源としては、例えば電動モータを用いることが可能である。
【０００９】
　前記駆動軸の駆動源としてゼンマイを用いることも可能である。
【００１０】
　駆動軸から巻取ドラムへの回転力の伝達機構は、例えば、駆動軸に断面非円形の回転体
を固着し、前記交換式巻取ドラムに、前記非円形回転体が嵌合することにより、該回転体
と該巻取ドラムを回転方向に一体化させる嵌合凹部を形成することにより構成できる。
【００１３】
　本発明の内視鏡の管路洗浄方法は、可撓軸の一端部側にブラシ部を備えた、内視鏡管路
に挿脱可能な可撓ブラシ線条体；この可撓ブラシ線条体の他端部との接続手段を有する交
換式巻取ドラム；及びこの巻取ドラムを回転駆動する駆動軸を有し、該巻取ドラムに対し
て着脱可能な駆動装置；を備えた内視鏡の管路洗浄装置を用いた管路洗浄方法であって、
前記可撓ブラシ線条体を前記接続手段を介して、前記交換式巻取ドラムに接続する接続ス
テップ、前記交換式巻取ドラムを前記駆動装置に装着する装着ステップ、前記可撓ブラシ
線条体を可撓軸の一端部側から内視鏡管路の一端部に挿入し、該内視鏡管路の他端部から
外方に突出させる挿入ステップ、及び前記駆動軸を回転させて、前記巻取ドラムによって
前記可撓ブラシ線条体を内視鏡管路へのブラシ挿入方向とは逆方向に引き抜き、前記内視
鏡管路の内壁をブラッシング洗浄する洗浄ステップ、を有することを特徴としている。
【００１４】
　本発明の内視鏡の管路洗浄方法では、前記洗浄ステップの後に、巻き取った前記可撓ブ
ラシ線条体とともに、前記交換式巻取部を前記本体部から取り外す分離ステップ、を有す
るのが実際的である。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によると、駆動装置の動力を利用して可撓ブラシ線条体を内視鏡管路から引き抜
くので、ブラシ引抜作業にかかる手間及び時間が大幅に削減され、内視鏡管路内を容易か
つ確実にブラッシング洗浄することができる。さらに、洗浄作業終了後には、交換式巻取
ドラムを可撓ブラシ線条体とともに駆動装置から簡単に取り外すことができる。このため
、次回の洗浄作業時には、新しい交換式ドラムを駆動装置に装着することにより、新しい
可撓ブラシ線条体によって内視鏡管路を洗浄できるので衛生的である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
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　図１及び図２は、本発明を適用した内視鏡管路の管路洗浄装置１０の一実施形態を示し
ている。この管路洗浄装置１０は、可撓ブラシ線条体２０と、可撓ブラシ線条体２０とは
別体の電動巻取器３０とから構成され、内視鏡管路内に挿入した可撓ブラシ線条体２０を
電動巻取器３０の電動力により引き抜くことで内視鏡管路をブラッシング洗浄する装置で
ある。
【００１７】
　可撓ブラシ線条体２０は、細長い可撓軸２１と、可撓軸２１の一端部側に間隔をおいて
複数（図示例では３つ）が備えられたブラシ部２２と、該可撓ブラシ線条体２０を使用者
が手で保持できるようにブラシ部２２に取り付けられたグリップ部２３とを有し、ブラシ
部２２にて最も大径となっている。可撓ブラシ線条体２０を内視鏡管路内に挿入したとき
、各ブラシ部２２が管路内壁に当てつくので、良好なブラッシング洗浄が可能である。ブ
ラシ部２２の径は、使用対象となる内視鏡管路に応じて適宜設定されている。
【００１８】
　可撓軸２１は、複数のブラシ部２２の間は短い可撓軸２１Ｓによって構成され、残部は
長い可撓軸２１Ｌによって構成されている。この可撓軸２１（２１Ｓ、２１Ｌ）は、例え
ば、ステンレス鋼線を一定の径で螺旋状に密着巻きして形成されたコイルパイプまたは合
成樹脂製チューブ等によって形成することが可能であり、可撓軸２１Ｓと可撓軸２１Ｌの
素材は同一であっても異なっていてもよい。
【００１９】
　ブラシ部２２は、可撓性のある多数の細い合成樹脂繊維を軸線周りに放射状に配置して
形成するか、あるいはスポンジ状ブラシ材などの各種ブラシ材を用いて形成することがで
きる。本実施形態においてブラシ部２２は、１～５ｃｍ程度の間隔をあけて３ヶ所に設け
られているが、使用対象となる内視鏡の種類等に合わせた適宜の間隔で例えば２～１０ヶ
所程度に設けることが好ましい。
【００２０】
　電動巻取器３０は、電動モータ（駆動源）３３１、モータドライバ３３２及びバッテリ
３３３等の電子部品を収納する駆動装置３１１と、駆動装置３１１に着脱可能な交換式巻
取装置３１２とから構成されている。
【００２１】
　駆動装置３１１のケーシング３１１ａには、交換式巻取装置３１２を嵌合するための取
付用凹部３１１ｂと、内部に配設された電動モータ３３１の回転駆動軸（駆動軸）３３１
ａを挿通させる軸穴３１１ｃが形成されており、回転駆動軸３３１ａの先端部には、回転
駆動軸３３１ａに直交する断面形状が非円形をなす回転体３３１ｂが固着されている。さ
らに、駆動装置３１１には巻取スイッチ３２０が設けられており、この巻取スイッチ３２
０は、図３（ａ）の突出位置と、駆動装置３１１内に押し込まれた押込位置（不図示）と
に変位可能であり、本実施形態では突出位置でオフ状態、押込位置でオン状態に切り替わ
る。モータドライバ３３２は、バッテリ３３３からの電力供給を受けて動作し、巻取スイ
ッチ３２０のオン状態で電動モータ３３１を駆動させ、巻取スイッチ３２０のオフ状態で
電動モータ３３１を駆動停止させる。バッテリ３３３は、駆動装置３１１に対して着脱可
能である。
【００２２】
　交換式巻取装置３１２のケーシング３１２ａの回転体３３１ｂとの対向面には、回転体
３３１ｂを挿入するための回転体挿入口３１２ｂが穿設されており（図３（ｂ）（ｃ）参
照）、交換式巻取装置３１２の前面（図３（ａ）の右側の面）には、可撓ブラシ線条体２
０を通すためのブラシ挿入口３１２ｃ（図３（ａ）、図４参照）が穿設されている。交換
式巻取装置３１２の内部には、交換式巻取装置３１２の内面に突設された回転軸３１２ｄ
によって回転可能に支持された巻取ドラム３４０が収納されている。この巻取ドラム３４
０は、巻取胴部３４１と、この巻取胴部３４１の両端縁部に形成された一対のフランジ部
３４２とを有している。さらに、巻取ドラム３４０は、側面視で円形をなす環状突条３４
０ａを具備しており、この環状突条３４０ａが回転体挿入口３１２ｂに回転可能に嵌合し
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ている。巻取ドラム３４０の環状突条３４０ａの内側には、回転体３３１ｂと略同形状の
嵌合凹部３４０ｂが凹設されている。さらに、両フランジ部３４２の間に形成された巻取
面３４０ｃには嵌合溝（接続手段）３４０ｄが形成されており、この嵌合溝３４０ｄには
、上記ブラシ挿入口３１２ｃを通して交換式巻取装置３１２内に挿入された中空の巻取用
線条体（接続手段）２４の一端部が予め嵌合固定されている。図５に示すように、この巻
取用線条体２４の他端部はブラシ取付部２５となっており、このブラシ取付部２５には、
略三角錐状の取付用貫通穴２６を有する弾性取付部２７が形成されており、可撓ブラシ線
条体２０の可撓軸２１の他端部（ブラシ部２２が設けられていない側の端部）には、頭部
を切断した三角錐状の係合部２１ａが形成されている。そして、図５（ｂ）に示すように
、可撓ブラシ線条体２０の係合部２１ａを取付用貫通穴２６に貫通させ、ブラシ取付部２
５の内部において係合部２１ａを弾性取付部２７に係合することにより、可撓ブラシ線条
体２０が、巻取用線条体２４のブラシ取付部２５に抜け止めされた状態で予め取り付けら
れている。上記ブラシ挿入口３１２ｃの径は、本実施形態では可撓軸２１及びブラシ部２
２の両方を挿通可能な大きさに設定してあるが、可撓軸２１を挿通させてブラシ部２２を
挿通させない大きさとしてもよい。
【００２３】
　図３（ｃ）に示すように交換式巻取装置３１２を駆動装置３１１の取付用凹部３１１ｂ
に嵌合すると、交換式巻取装置３１２と取付用凹部３１１ｂの対向面の一方に形成した複
数の係合突起（不図示）が、他方に形成した複数の係合凹部（不図示）にそれぞれ係合し
、交換式巻取装置３１２が駆動装置３１１に相対回転不能に装着される。さらに回転体３
３１ｂが巻取ドラム３４０の嵌合凹部３４０ｂに嵌合し、回転体３３１ｂと巻取ドラム３
４０が回転方向に一体となる。
　この状態で電動モータ３３１を回転させると、この回転力が回転駆動軸３３１ａと回転
体３３１ｂを介して巻取ドラム３４０に伝達され、巻取ドラム３４０が回転軸３１２ｄ回
りに回転する。巻取ドラム３４０が回転すると、該回転により巻取用線条体２４と可撓ブ
ラシ線条体２０が可撓軸２１の他端部側から引っ張られ、巻取面３４０に沿って巻取胴部
３４１に巻き取られる。本実施形態では、図２に示すようにグリップ部２３がブラシ挿入
口３１２ｃに当て付いた状態で、巻取完了となる。可撓ブラシ線条体２０を交換式巻取装
置３１２から引き出すには、使用者がグリップ部２３を手で引っ張ればよい。
【００２４】
　図６は、管路洗浄装置１０を用いて内視鏡管路をブラッシング洗浄している状態を示し
ている。図６に示す内視鏡４０は、患者の体内に挿入される挿入部４１と、挿入部４１の
基端に連結された操作部４２と、操作部４２から延設されたユニバーサルチューブ４３と
、ユニバーサルチューブ４３の先端に設けたコネクタ部４４を具備しており、コネクタ部
４４に、内視鏡内部の吸引管路（内視鏡管路）４５に連通する吸引口金４６を設けてある
。吸引管路４５は、挿入部先端４１ａに開口する第１吸引管路４５ａと、吸引口金４６に
開口する第２吸引管路４５ｂと、この第１吸引管路４５ａと第２吸引管路４５ｂを中継す
る吸引シリンダ４５ｃとからなる。吸引シリンダ４５ｃは、常時は吸引ボタン（不図示）
により塞がれている。不図示であるが、内視鏡４０に設けられた内視鏡管路としては、副
送水管路や処置具挿通チャンネル等もある。
【００２５】
　次に、吸引管路４５の洗浄方法について説明する。
　先ず、可撓ブラシ線条体２０の挿脱口となる吸引シリンダ４５ｃの開口部から吸引ボタ
ンを取り外して、該開口部を露出させる。さらに、交換式巻取装置３１２を駆動装置３１
１に装着するとともに、可撓ブラシ線条体２０のグリップ部２３を手で引っ張り、図１に
示すような十分な長さに可撓ブラシ線条体２０を交換式巻取装置３１２から引き出してお
く。
【００２６】
　次に、使用者が手動により、可撓ブラシ線条体２０を挿入部先端４１ａの吸引口から第
１吸引管路４５ａに挿入していき、全ブラシ部２２を吸引シリンダ４５ｃの開口部から外
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方へ突出させる（図６の状態）。あるいは、可撓ブラシ線条体２０を吸引シリンダ４５ｃ
の開口部から第１吸引管路４５ａに挿入していき、全ブラシ部２２を挿入部先端４１ａの
吸引口から外方へ突出させる（不図示）。
【００２７】
　そして、使用者が電動巻取器３０の巻取スイッチ３２０をオンすると、モータドライバ
３３２によって電動モータ３３１が駆動され、巻取ドラム３４０が回転し始める。巻取ド
ラム３４０が回転すると、該回転により可撓ブラシ線条体２０が可撓軸２１Ｌ側から引っ
張られ、交換式巻取装置３１２内に巻き取られていく。このとき、複数のブラシ部２２は
、順番に第１吸引管路４５ａを通過しながら第１吸引管路４５ａの内壁をブラッシング洗
浄する。可撓ブラシ線条体２０にはブラシ部２２が３ヶ所設けられているので、可撓ブラ
シ線条体２０を１回挿脱させることで、３回ブラッシング洗浄を行なった場合と同様の洗
浄効果が得られ、第１吸引管路４５ａの内壁に付着した汚物を除去できる。複数のブラシ
部２２をすべて第１吸引管路４５ａから引き出し、図２に示すように可撓ブラシ線条体２
０のグリップ部２３が交換式巻取装置３１２のブラシ挿入口３１２ｃに当て付いたら巻取
作業は完了なので、電動巻取器３０の巻取スイッチ３２０をオフする。
【００２８】
　続いて、第２吸引管路４５ｂのブラッシング洗浄を行なう。第２吸引管路４５ｂを洗浄
する場合には、先ず、駆動装置３１１から交換式巻取装置３１２を取り外し、交換式巻取
装置３１２を廃棄処分する。そして、新しい交換式巻取装置３１２を駆動装置３１１に取
り付けて、交換式巻取装置３１２から可撓ブラシ線条体２０を引き出し、可撓ブラシ線条
体２０を吸引シリンダ４５ｃの開口部から第２吸引管路４５ｂに挿入していき、全ブラシ
部２２と可撓軸２１Ｓをコネクタ部４４の吸引口金４６から外方へ突出させる（図６の状
態）。あるいは、可撓ブラシ線条体２０をコネクタ部４４の吸引口金４６から第２吸引管
路４５ｂに挿入していき、全ブラシ部２２と可撓軸２１Ｓを吸引シリンダ４５ｃの開口部
から外方へ突出させる（不図示）。そして、上述した第１吸引管路４５ａの場合と同様に
、電動巻取器３０の巻取スイッチ３２０をオンして可撓ブラシ線条体２０を可撓軸２１Ｌ
側から引き抜き、第２吸引管路４５ｂ内を通過する複数のブラシ部２２によって第２吸引
管路４５ｂの内壁に付着した汚物を除去する。
【００２９】
　このように第１吸引管路４５ａと第２吸引管路４５ｂのブラッシング洗浄が終了したら
、交換式巻取装置３１２を駆動装置３１１から取り外し、可撓ブラシ線条体２０とともに
交換式巻取装置３１２を廃棄処分する。そして、次回のブラッシング洗浄時のために、新
しい交換式巻取装置３１２を駆動装置３１１に装着する。なお、第２吸引管路４５ｂと第
１吸引管路４５ａの洗浄順は逆であっても差し支えない。
【００３０】
　以上の本実施形態によれば、電動巻取器３０によって可撓ブラシ線条体２０が巻き取ら
れるので、使用者は電動巻取器３０の巻取スイッチ３２０をオンするだけで可撓ブラシ線
条体２０を吸引管路４５から容易に引き抜くことができ、可撓ブラシ線条体２０の引抜作
業にかかる手間及び時間が大幅に削減される。
【００３１】
　さらに、ブラッシング洗浄作業で使用した交換式巻取装置３１２と可撓ブラシ線条体２
０は、駆動装置３１１から取り外すことにより簡単に廃棄処分することができ、新しい交
換式巻取装置３１２を駆動装置３１１に取り付けることにより、新しい可撓ブラシ線条体
２０により内視鏡管路をブラッシングできる。このため、可撓ブラシ線条体２０を洗浄す
ることなく、ブラッシング洗浄作業を衛生的に行なえる。
　また本実施形態では、複数のブラシ部２２を備えた可撓ブラシ線条体２０を用いるので
、１回のブラシ挿脱作業でブラシ部２２の数に等しい回数のブラッシング洗浄を行った場
合と同じ洗浄効果が得られる。
【００３２】
　本実施形態では上記可撓ブラシ線条体２０による第１吸引管路４５ａ及び第２吸引管路
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４５ｂの洗浄作業を１回としたが、それぞれの洗浄作業を複数回実行してもよい。複数回
実行する場合は、１回の洗浄作業が終わるごとに、交換式巻取装置３１２を可撓ブラシ線
条体２０とともに駆動装置３１１から取り外して廃棄処分とし、次の洗浄作業では新しい
交換式巻取装置３１２を駆動装置３１１に取り付けて、新しい可撓ブラシ線条体２０によ
って第１吸引管路４５ａと第２吸引管路４５ｂの洗浄作業を行う。
【００３３】
　なお、可撓ブラシ線条体２０と巻取用線条体２４の結合態様は図７に示すものであって
もよい。この態様では、巻取用線条体２４のブラシ取付部２８に、巻取用線条体２４の内
部空間と外部とを連通する係合穴２９を形成し、かつ、可撓ブラシ線条体２０の他端部に
、係合部２１ｂと可撓軸２１Ｌとに跨るすり割り２１ｃを設けて、２つに分割された係合
部２１ｂを互いに接離する方向に弾性変形可能としている。可撓ブラシ線条体２０の両係
合部２１ｂを、互いに接近するように弾性変形させながら係合穴２９に挿通させ、両係合
部２１ａが係合穴２９を貫通すると、図７（ｂ）に示すように、巻取用線条体２４の内部
において両係合部２１ａが弾性復帰して係合穴２９から抜け止めされ、可撓ブラシ線条体
２０と巻取用線条体２４が結合される。
　また、巻取用線条体２４を用いずに、可撓ブラシ線条体２０の他端部を嵌合溝３４０ｄ
に直接嵌合固定してもよい。
【００３４】
　さらに、電動巻取器３０の代わりにゼンマイ式巻取器（不図示）によって可撓ブラシ線
条体２０を内視鏡管路から引き抜くことも可能である。ゼンマイ式巻取器の構成としては
、例えば、駆動装置３１１から巻取スイッチ３２０、電動モータ３３１、モータドライバ
３３２、及びバッテリ３３３を取り外し、代わりに、巻き上げ状態から解放状態に移行す
るときに発生する力により回転体３３１ｂ（巻取ドラム３４０）に回転力を付与するゼン
マイ（駆動源）と、このゼンマイを巻き上げる手動式巻上機構と、巻き上げたゼンマイを
解放状態に移行させる解放スイッチと、を駆動装置３１１に設けたものが考えられ、この
ようなゼンマイ式巻取器を用いても、電動巻取器３０を用いる場合と同様の効果が得られ
る。
【００３５】
　以上では、吸引管路４５をブラッシング洗浄する実施形態について説明したが、本管路
洗浄装置１０は、処置具挿通チャンネルや副送水管路など内視鏡内部に設けられた各種管
路に対しても使用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本発明による管路洗浄装置の一実施形態の側面図であり、可撓ブラシ線条体を電
動巻取器から引き出した状態を示している。
【図２】電動巻取器で可撓ブラシ線条体を完全に巻き取った状態を示す側面図である。
【図３】（ａ）電動巻取器の縦断側面図である。　（ｂ）電動巻取器を分解したときの横
断正面図である。　（ｃ）電動巻取器を組み立てたときの横断正面図である。
【図４】交換式ケースの縦断側面図である。
【図５】（ａ）可撓ブラシ線条体と巻取用線条体を分解した状態を、一部を縦断して示す
側面図である。　（ｂ）可撓ブラシ線条体と巻取用線条体を結合した状態を、一部を縦断
して示す側面図である。
【図６】管路洗浄装置を用いて内視鏡管路をブラッシング洗浄している状態を示す側面図
である。
【図７】（ａ）可撓ブラシ線条体と巻取用線条体の変形例であり、両者を分解した状態を
、一部を縦断して示す側面図である。　（ｂ）可撓ブラシ線条体と巻取用線条体を結合し
た状態を、一部を縦断して示す側面図である。
【図８】従来の管路洗浄装置を用いて内視鏡管路をブラッシング洗浄している状態を示す
側面図である。
【符号の説明】
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【００３７】
１０　　　管路洗浄装置
２０　　　可撓ブラシ線条体
２１　　　可撓軸
２１Ｓ　　可撓軸（短い可撓軸）
２１Ｌ　　可撓軸（長い可撓軸）
２２　　　ブラシ部
２３　　　グリップ部
２４　　　巻取用線条体（接続手段）
２５　　　ブラシ取付部
２６　　　取付用貫通穴
２７　　　弾性取付部
２８　　　ブラシ取付部
２９　　　係合穴
３０　　　電動巻取器
３１１　　駆動装置
３１１ａ　ケーシング
３１１ｂ　取付用凹部
３１１ｃ　軸穴
３１２　　交換式巻取装置
３１２ａ　ケーシング
３１２ｂ　回転体挿入口
３１２ｃ　ブラシ挿入口
３１２ｄ　回転軸
３２０　　巻取スイッチ
３３１　　電動モータ（駆動源）
３３１ａ　回転駆動軸（駆動軸）
３３１ｂ　回転体
３３２　　モータドライバ
３３３　　バッテリ
３４０　　巻取ドラム
３４０ａ　環状突条
３４０ｂ　嵌合凹部
３４０ｃ　巻取面
３４０ｄ　嵌合溝（接続手段）
３４１　　巻取胴体
３４２　　フランジ部
４０　　　内視鏡
４１　　　挿入部
４１ａ　　挿入部先端
４２　　　操作部
４３　　　ユニバーサルチューブ
４４　　　コネクタ部
４５　　　吸引管路（内視鏡管路）
４５ａ　　第１吸引管路
４５ｂ　　第２吸引管路
４５ｃ　　吸引シリンダ
４６　　　吸引口金
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